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ＪＲ東労組  業務部 

営業や車両検修部門における施策は、エルダーの雇用先を確保
し、技術継承と人材育成を目的として、労使で議論を積上げてき
ました。 

一方会社は、委託した駅を無人化し、信号のＰＲＣ化で要員を
減らしています。また、検修部門でも整備会社に１０年かけて技
術力をつけるとしながら、目標には未だ届いていません。 

会社は、これまでの施策の現実を受け止め、本体勤務枠拡大と
の矛盾を解消しなければなりません！ 


